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フロアマップ
研究室・講義室・演習室等

29



フロアマップ

1F

2F

4F

3F

カフェテリア
学生食堂

南 館

西 館

北 館

東 館

南 館

西 館

北 館

東 館

南 館

西 館

北 館

東 館

東 館

S101
中教室

S102
中教室

事務局

受付

ラウンジ

グランドホール

Reception

会議室
医務室

鴨川七条
ギャラリー

シアター

応接室

N103
大学院研究室

N104
大学院スタジオ

N105
演習室

N107
焼成室
N108

陶芸実習室

ふれあいサロン

図書室

画箋堂

アクティブ・
ラーニング
ゾーン

談話スペース
ギャラリー

デジタル
ラボ S201

S202
小教室

S203
中教室

E222
大講義室

E312
大講義室

研究室

E313

E223
教員室

W204
打合室

W214
ゼミ室

W213
ゼミ室

W212
ゼミ室

W205
打合室

W206
キャリアサポート

W207
キャリアサポート

W208

W211
ゼミ室

W210
ゼミ室

W209
ゼミ室

学部長室

印刷室

打合
コーナー

学長室

W215
教員室

N216
文化財
実習室

N217
文化財
実習室

N218
演習室

N219
工作機械室

N220
木彫刻実習室

N221
木工実習室

W303
デザインラボ

S301
演習室

S302
KYOBIホール

W304
撮影室

W305
デザインラボ

N306
デザイン
実習室

N307
デザイン
実習室

N308
デザイン
実習室

N309
ゼミ室

N310

N311
漆芸実習室

N106
工作機械室
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　研究活動における不正行為について

　近年、社会における情報拡散のスピード化、デジタル化やネットワーク化など急激な環境の変化が進むに
つれ、大学内で行われる研究活動においても作品やレポート制作のプロセス、手法やその利用法も変化しつ
つあります。インターネットや SNS の普及が進み、様々な情報を多くの人が簡単にチェックできるように
なった結果、研究不正に対する目はこれまで以上に厳しくなっています。
　まず、大学での学びは、研究活動であるということ、そして研究活動におけるルールを十分に理解・遵守
し、自覚と責任をもって大学での学びに臨んでください。
　京都美術工芸大学では、自覚と責任ある研究活動の実現とそのための環境づくりを推進しています。
　それは、普段の授業でのレポート・課題制作・ 論文の作成なども対象となります。

研究活動における不正行為とは…

盗用・剽窃（ひょうせつ）
盗用とは…他人の作品をそのまま自分のものと偽ることです。
剽窃（ひょうせつ）とは…他人の著作から，部分的に文章，語句などを盗み，
自作の文章の中に自分のものとして用いること。
　例： レポートや論文の文中に他人のアイデアや論文、データ、用語につ

いて、引用表記や典拠を示さずに引用し、提出することは剽窃（ひょ
うせつ）にあたります。

捏造（ねつぞう）
存在しないデータ、研究成果などを故意に作り上げることです。

　例： 実施していないアンケートの回答を作成したり、実施していない調
査のデータを作成したりすることです。

改（かい）ざん
研究資料の内容、過程を変更する操作を行い、文書や記録の全部または一
部が、不正な手段や手続き、本来許されないタイミングで内容が変更、上
書きされることを指します。故意はもちろんのこと過失の場合も含まれ、
悪意の有無を問いません。パソコンの誤操作等の事故による意図的でない
変更は「改ざん」にあたります。
　例：方法や材料について事実とは異なる報告をすることです。

二重投稿
同一の論文や作品を、複数の公募先に応募する行為を指します。
二重投稿が発覚した場合、論文では社会的に重い制裁が課せられ、作品で
はその作品の入賞・入選が取り消されることがあります。

不正行為の無い研究活動を行うよう、心がけましょう
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